
北見俊郎著

「港 湾 論」

柾 宰雄
（横浜市立大学〉

国際環境は亥lj一芸ljと厳しさを増し、新しい産業体制jづく りの一環として、流通革命

の中心は、 いまや「物的流通」の近代化 ・合理化に凝集しつつある感が深し、。かくし

て、 これまでは一般庶民にとっては、 日常生活の上tこ直接には利害関係がないと考え

られ、見過ごされがちであった港ー湾問題も、漸次関心が高まってきて、とくにコンテ

ナ船の就航来港は、第2の黒船騒ぎのようにマスコミにも取り上げられ、一般人土の

間でも、 「異国情緒」の港から「経済活動」の港へと、依然、関心j主のt昇と質的変化

があらわれはじめてきている。

ところで、数年前まて‘は、港湾を社会科学の側から研究しようと志すものは、だれ

でも戦前に刊行され、 絶版になって久しい木会々長矢野剛氏の 「商港論」を探し求め

て、 その商学的研究成果をまず身につけたものである。 およそ、学聞は各｜時代におけ

る社会的発展の観念的所産として、 とくに研究対象や方法論の推移 ・動向は、その時

代の社会的要求を如実に反映するものである。昭和30年代後半、すなわち高度成長政

策の時期に相応するのであるが、それまで、工学系以外では実務書的なものに終始し

ていた港湾研究の場に、 従来の枠を脱し、 水準を趨えた成~；が、 まとまった論文や単

行本として花を咲かせばじめている。そして、なかでも港湾関係の現業面ーからの要請

に応える形で近代的経日’組織論の分析手法に依った港湾経白河や、生産力の発展に対

応して脱皮を迫まれた港湾労働問題の分析と指針を求めようとする労務管理占などが

まず先発となってあらわれ、ついで、国民経済的観点から、経済計画の一保としての

港湾計画策定の理論的拠り所として、需要予測や投資効架などの問題をも含めて、流

通経済論や公企業論的な接近が求められ成果が実ってきた。

しかして、それらの多くが、個々には極めてすぐれており、斯学のl前進と問題の鉾

j＇｝（に益するところが大きかったとはし、え、港湾論として集人成され、全領fyJ{を網羅し

ているものとはいえなかった。 この芝、味からも、早くから港湾研究一途に励まれ、了
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度10年前lには、はやくも 「国民経済と港湾」 の書を此に間し、、 港湾、経済研究の旗手で

ある ことを宣言された北見氏、 が その後の書長~＼で‘の寺実績に加わえ、 広く内外港湾の現

地に親しく按し、 また各種の港湾関係の審議会や研究会などの中心的安員や幹部とし

て活躍された中で得られた膨大な資料や討議の結果をよく吸収消化され、 これまでに

公表された氏の多く の論説をもとにして、独自の理論体系の｛確立をはかられ、木警の

刊行が実JJもされたことは‘たんに氏個人のためのみならず、斯竿’の発展を示すもので

あり、 さらに関係官業界にとっても抑益するところが非常に大きい。

木；号f土、 序章をも含めて18の章と76の節から椛成されている。

序章は、はしがきとともにこの木の問題の部分に相当し、氏が:J.：巻を通じて一貫して

追究している港湾および港湾問題の合理化 ・近代化の理念とその考察視角を提示して

いる。氏は経済学研究の素材として港湾を選択されると同時に、i港湾に対する一般経

済法則適用の可能性を肯定するものの、港湾における交通用役生産独自の太質にもと

っき、港湾に特有の法則の存在を解明することにすt慌的である。その意味で、いわゆ

る流通論性格よりも多分に生産論的性絡を有している。 また、経済発展、ことにわが

国資木主成経済の構造的矛盾と、 その具現化した場としての港消ないしは港約産業の

実態をふまえて、 港湾問題の分析を展開している。

本』与の全章は、いずれもそれぞれのテーマを何故以り扱ったという問題意識、 いか

なる理由で現代的説題として盗場してきたかといういわば、 テーマの社会経済的背が

について各章毎にまず開陳している。 これは、 学術研究の~勢として最も必要なこと

であるのみでなく 、読者に対レ亡適怖に著者の分析視点と問題の所在とを知らせる立

味からも、 当然のことながら有，志J主である。 また各了主毎に必ず当面の対策 ・問題点、

浅された今後の誠j琶を明示し、各市l官lの将来の展望や他の港湾学徒に研究の指針を与

えてくれる点で好都合である。

第1章 国民経済における港湾の役割と主体性、第2業港湾における 「合理化」

と問題性、第3:f,i: 港湾輸送体tlllJの形成と近代化、の部分は、主として、港湾経済研

究の総論に当るもので、 国民経済の再生産過手11のし｜コで港湾を抱J!iIし、港湾における資

木と労働とのからみあいに注目するべきである ことを教えてくれる。 第4意地域開

発と港湾経済 ・社会、第5主主 港湾における工業生産力支配、第6主主 港湾、機能と経

済発展（港湾配位論序説〉 、の部分では、主に港湾と地域経済および産業資本との関係

が論ぜられており生産力構i占における地域的不均等発展や社会資本；のf支持ilfこ同をむけ
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ている。そしてそれは次の第7:ti'i 港湾経消の桂木的性絡と諸問題に引き継がれてい

く。第8章港湾労働の構造性と背景、第9主主コンテナ輸送と港湾労働、第10章港湾

労働法の問題点と展望、の部分は港湾労働にかんする研究であり、前近代的性絡の組

織が存続されてきた事由を港湾の特殊性とわが国経済社会体制の中に求め、 コンテナ

リゼーションの実現普及にとなって展開されつつある新しい港湾輸送体制！の下での労

働問題の意味を検討しようとしている。 第11掌港湾運送業の近代化条件、第12主主

港湾管理 ・ 運~：；＼·問題と港湾の近代化、 第13章港湾経営の基礎問題、 の部分では、 港

運業および港運業者、 ならびに港湾管理および管理行政主体にかんして、前者につい

てはその中小企業的特性に、後者についてはとくに欧米の例と対比させながら、港湾

「経蛍」的理念の導入に焦点をあてて、 ともにその港湾近代化への対応の必要性を説

いている。第l4章 港湾政策の展開と課題では、わが国における港湾政策の理念につ

いて、第1511雲港湾都市の｜甘j題意識と謀越では、港湾関係関係諸企業の活動を通じて、

各経済発達段階に対応、した態様に形成されていく都市の本質についても述べられてい

る。第16章経済発展と港湾のビジョン、では、第4～15章を通して検討し究明された

港湾の機能と性絡つけをもって、 第1～3主主のテーマに回射し、今後の方向を求めよ

うとしている。第17主主 経済発展における 「港湾研究」の方法論的反省て‘は、内外の

港湾研究史にふれ、社会科学的方法論にもとづくT巷湾研究のあり方と著者の立場とを

再碓認する一節をもって鋪筆に至っている。

ここで、 各主主毎について具体的に叙述内容を紹介し、著者の見解を論評することは

割愛するが、頭注に記したような趣旨で全総を1'.tき、複雑難解な性絡を有している港

湾の全貌を、あらゆる側i古lから取り上げて、港湾の木質を把握霊し理論体系の実現を試

みた意図と努力とは十分に成功しているといえよう。著者はマックス ・ウェーバーな

どの理論を社会科学的考察分析のための必木的な認識の武線として、 それらの適用の

場と有効性と限界とを卜分に認識した上で‘使用している。 また社会;f'l学の術語や港湾

関係の専門用語については＇i~＇＼ IBに概念、規定を泊してから用い、 論理の展！311にも析屑と

疎漏のないように留意、していることが読みとれる。

しかし、 若者があまりにも多方面に気を配り、はしがきでも強調しているように、

直接的な｛尚徳判断を加えることを極力避けたためか、 あらゆる部門に及言し、詳細な

解説をしているにもかかわらず、理論と実態とが十分に融合してない感がめり、換え

すれば、 折角著者が矢II悉している ~i笑を扱いなが ら、理論的lでト論理的に空巨l りをして
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いるような感じを読者に抱かせるよ うな、 箇所がまま見受けられる。このことは用語

や表現の竪さと相まって、 社会科学的書物に馴染みの薄い諸者に対しては、 説得力を

欠く結＊になるのではなかろうか。 H下年刊行された中西陸氏の 「港湾流通経済分析」

とか、 柴田徳衛氏 「現代都市論J宮木窓一氏 「社会資本論」なでと比較してみてのこ

とである。 必要以 ｜二に術語名詞や 「構造的特殊性」 「特殊日本的」のような語の多い

ことや理論的体系化意識がやや先行しがちであることも影響しているのではあるまい

か。 今後各部門、 とくに公共投資 ・港運業 ・港湾都市などの諸問題は、より実証的な

方法による実態分析の累積の上に港湾における経済発展の法 則をまず明らかにしてい

〈必要がある。

世界経済ないしは国際経消における港湾の役割と主体的意義につし、ても、著者のljJf

t慢の成果を早｜免ぜひ表示され、 見解を披歴していただきたいと思う。

北見氏が取り上げられた多面的な各部門について、港湾研究学徒がそれぞれにこれ

を継承発展させ、 もしくは異った分析視角ないしは方法論によって研究を進めていく

ことが、ひいては本書の意義を一l乱高からしめることになるものである。何場によら

ず、 どの分！！ffにおいても先駆開拓の役をになう者の歩む途は次におおわれており、 こ

とにたんなる小径を切りひらくのみか、荒野に諸族交流のための広場を造り市を設け

る業は容易ではなし、。それを英11学においてまず成し遂げられたのが氏でーあり、本書は

その開花を示すものである。はしがきの，，，で、ヌドメiを中間報告であるとして遠慮的姿

吟をとっておられるが、数年後には、われわれが文字通り完全に結実した 「港湾理論

体系J を北見氏から示教 L ていただけることをM~首して待つ次第であるの
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